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DS36C200
2回路入り高速差動入出力ライン・トランシーバ

概要概要概要概要

DS36C200は平衡伝送ラインでのデジタル・データ伝送用に設計
された 2 回路入り高速差動入出力ライン・トランシーバです。バ
スラインの入出力形態は Low Voltage Differential Signaling

(LVDS)の方式を採用していますが、バスラインの終端抵抗、55Ω
を設定した物理層 IEEE1394 規格の信号形態になっています。
詳しい情報については「IEEE1394 のアプリケーション」を参照
してください。ドライバは出力形態が小振幅 (210mV)ならびに定
電流出力のため、立ち上がり/立ち下がり時間が早いにもかかわ
らず電磁輻射ノイズ (EMI)が少なくなっています。また定電流出
力形態は負荷の増減 ( 終端抵抗など )にかかわらずデバイスの
消費電力をほぼ一定に保ちます。レシーバは± 100mVの入力信
号に対して出力を TTL レベルに変換します。イネーブル端子で
ある送受信の切り替えが“H”(DE)、“L”(RE*)と設定されて
いるので、一つの信号ビットで送信、受信を 2回路同時に切り替
えられます。

DS36C200を 2組使用すると1対 1の低消費、高速 (100Mbps

以上 )の双方向デジタル伝送が構成できます。特にチャネル間ス
キュ－が 2ns (最大 )と少ないため、同期転送に最適です。

特長特長特長特長

■ 5.0V単一電源
■  IEEE1394信号形態
■ DSSとDVHSのインタフェース・リンクに最適
■ ＞ 100Mbps (50Mhz)の転送レート
■ 差動出力信号 ± 210mV

■ 差動入力信号 ± 100mV

■ 低消費電力設計
■ 差動スキュ－ ドライバ　2ns (最大 )

レシーバ　3ns (最大 )

■ 伝搬遅延時間 5.5ns (最大 )

■ ドライバ定電流出力

ピン配置図ピン配置図ピン配置図ピン配置図

Order Number DS36C200M
See NS Package Number M14A

Note: * denotes active LOW pin

機能図機能図機能図機能図

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件推奨動作条件

電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性
特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧及び動作周囲温度に対して適用。 (Note 2、3、7)

Note 1: 「絶対最大定格」とはこの値を超えるとデバイスの安全を保障できない値です。デバイスをこの規格値で動作する事を意味しているわけではありません。
「電気的特性」の表にデバイスの実際の動作条件が示されています。

Note 2: デバイスのピンに流れ込む電流はすべて正、デバイスのピンから流れ出す電流は負と示されています。VODとΔVIDを除く全ての電圧はすべてグラウン
ドを基準としています。

Note 3: すべての標準値は、VCC＝＋ 5.0V、TA＝＋ 25℃の値です。

電源電圧 (VCC) － 0.3V～＋ 6V

イネーブル入力電圧 (DE、RE*) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

ドライバ最大入力電圧 (DI) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

ドライバ最大出力耐圧 (DO) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

レシーバ最大入力電圧 (RI) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

レシーバ最大出力耐圧 (RO) － 0.3V～ (VCC＋ 0.3V)

最大パッケージ許容損失 (PD)(周囲温度 25℃において )

    SOIC“M”パッケージ 1255mW

25℃以上の周囲温度で使用される場合は、
Mパッケージを減じてください。 10.04mW/℃
保存温度範囲 (TSTG) － 65℃～＋ 150℃

許容リード温度 (ハンダ付け、4秒 ) ＋ 260℃
ESD耐圧 (Note 4)

HBM、1.5kΩ、100pF ≧ 3500V

EIAJ、0Ω、200pF ≧ 300V

最小値最小値最小値最小値 代表値代表値代表値代表値 最大値最大値最大値最大値 単位単位単位単位
電源電圧 (VCC) ＋ 4.5 ＋ 5.0 ＋ 5.5 V

レシーバ入力電圧 0 2.4 V

動作周囲温度 (TA) 0 25 70 ℃

Symbol Parameter Conditions Pin Min Typ Max Units

DIFFERENTIAL DRIVER CHARACTERISTICS (RE*＝＝＝＝ VCC)

VOD Output Differential Voltage RL＝ 55Ω, (FIGURE 1 ) DO＋ ,

DO－
172 210 285 mV

ΔVOD VOD Magnitude Change 0 4 35 mV

VOH Output High Voltage 1.36 V

VOL Output Low Voltage 1.15 V

VOS Offset Voltage 1.0 1.25 1.6 V

ΔVOS Offset Magnitude Change 0 5 25 mV

IOZD TRI-STATE Leakage VOUT＝VCC or GND － 10 ± 1 ＋ 10 μA

IOXD Power-Off Leakage VOUT＝ 5.5V or GND, VCC＝ 0V － 10 ± 1 ＋ 10 μA

IOSD Output Short Circuit Current VOUT＝ 0V － 4 － 9 mA

DIFFERENTIAL RECEIVER CHARACTERISTICS (DE＝＝＝＝ GND)

VTH Input Threshold High VCM＝ 0V to 2.3V RI＋ ,

RI－
＋ 100 mV

VTL Input Threshold Low － 100 mV

IIN Input Current VIN＝＋ 2.4V or 0V － 10 ± 1 ＋ 10 μA

VOH Output High Voltage IOH＝－ 400 μA RO 3.8 4.9 V

Inputs Open 3.8 4.9 V

Inputs Terminated, Rt＝ 55Ω 3.8 4.9 V

Inputs Shorted, VID＝ 0V 4.9 V

VOL Output Low Voltage IOL＝ 2.0 mA, VID＝－ 200 mV 0.1 0.4 V

IOSR Output Short Circuit Current VOUT＝ 0V － 15 － 60 － 100 mA

DEVICE CHARACTERISTICS

VIH Input High Voltage DI, DE

RE*

2.0 VCC V

VIL Input Low Voltage GND 0.8 V

IIH Input High Current VIN＝VCC or 2.4V ± 1 ± 10 μA

IIL Input Low Current VIN＝GND or 0.4V ± 1 ± 10 μA

VCL Input Clamp Voltage ICL＝－ 18 mA － 1.5 － 0.8 V

ICCD Power Supply Current No Load, DE＝RE*＝VCC VCC 3 7 mA

RL＝ 55Ω, DE＝RE*＝VCC 11 17 mA

ICCR DE＝RE*＝ 0V 6 10 mA



3 http://www.national.com/JPN/

D
S

36C
200

電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 (つづき )

Note 4: ESD耐圧 : HBM (1.5kΩ、100pF)≧ 3.5kV

EIAJ (0Ω、200pF)≧ 300V

Note 5: CLはプローブ容量と治具容量を含んでいます。

Note 6: 特記のない限り、パルスゼネレータの波形は、f＝ 1MHz、ZO＝ 50Ω、tr≦ 1ns、tf≦ 1ns (0％～ 100％)

Note 7: DS36C200は定電流モ－ドのデバイスで、データシートには指定された負荷をドライバの出力に装着したときの値が示されています。

スイッチング特性スイッチング特性スイッチング特性スイッチング特性
特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧及び動作周囲温度に対して適用。 (Note 5、6)

Parameter Measurement Information

FIGURE 1.   Differential Driver DC Test Circuit

FIGURE 2.   Differential Driver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit

Symbol Parameter Conditions Min Typ Max Units

DIFFERENTIAL DRIVER CHARACTERISTICS

tPHLD Differential Propagation Delay High to Low RL＝ 55Ω, CL＝ 10 pF

(Figure 2  and Figure 3 )

1.0 2.5 5.5 ns

tPLHD Differential Propagation Delay Low to High 1.0 2.6 5.5 ns

tSKD Differential Skew |tPHLD – tPLHD| 0 0.1 2 ns

tTLH Transition Time Low to High 0 0.5 2 ns

tTHL Transition Time High to Low 0 0.5 2 ns

tPHZ Disable Time High to Z RL＝ 55Ω
(Figure 4  and Figure 5 )

0.3 5 20 ns

tPLZ Disable Time Low to Z 0.3 5 20 ns

tPZH Enable Time Z to High 0.3 10 30 ns

tPZL Enable Time Z to Low 0.3 10 30 ns

DIFFERENTIAL RECEIVER CHARACTERISTICS

tPHLD Differential Propagation Delay High to Low CL＝ 10 pF, VID＝ 200 mV

(Figure 6  and Figure 7 )

1.5 5 9 ns

tPLHD Differential Propagation Delay Low to High 1.5 4.6 9 ns

tSKD Differential Skew |tPHLD – tPLHD| 0 0.4 3 ns

tr Rise Time 0 1.5 5 ns

tf Fall Time 0 1.5 5 ns

tPHZ Disable Time High to Z CL＝ 10 pF

(Figure 8  and Figure 9 )

1 5 20 ns

tPLZ Disable Time Low to Z 1 5 20 ns

tPZH Enable Time Z to High 0.3 10 30 ns

tPZL Enable Time Z to Low 0.3 10 30 ns
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Parameter Measurement Information (つづき )

FIGURE 3.   Differential Driver Propagation Delay and Transition Time Waveforms

FIGURE 4.   Driver TRI-STATE Delay Test Circuit

FIGURE 5.   Driver TRI-STATE Delay Waveforms

FIGURE 6.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Test Circuit
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Parameter Measurement Information (つづき )

FIGURE 7.   Receiver Propagation Delay and Transition Time Waveforms

FIGURE 8.   Receiver TRI-STATE Delay Test Circuit

FIGURE 9.   Receiver TRI-STATE Delay Waveforms

アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報

真理値表真理値表真理値表真理値表

DS36C200は DEとRE*の二つのイネーブル・ピンを備えていま
すが、ドライバとレシーバは同時にイネーブルすべきではありませ
ん。ドライバ入力とレシーバ出力の信号が衝突します。PCボード
上でDEとRE*を接続すれば一つの信号ビットで送受信の切り替
えができます。信号ビットが“L”の時レシーブ状態です。I/Oピ
ンの DI/RO、DO/RI＋、DO/RI－の機能状態は下記の三つの
テーブルのなかで確認してください。たとえば送信状態において
の DO/RI＋は DO＋を確認します。同様に DE/RE* について
LOWは DEピンとREピンの両方に一致します。同様にロジック
Hの DE/RE*ビットについて、ロジックHの DEピンとRE*ピンに
一致します。

Receive Mode

Input(s) Input/Output

DE RE* [RI＋＋＋＋ ]－－－－ [RI－－－－ ] RO

L L ＞＋ 100 mV H

L L ＜－ 100 mV L

L L 100 mV＞ &＞－ 100 mV X

L H X Z
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アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報 (つづき )

Transmit Mode

H＝ロジックHighレベル
L＝ロジックLowレベル
X＝不確定状態
Z＝ハイ・インピーダンス状態

TABLE 1.  Device Pin Descriptions

IEEE 1394

DS36C200のドライバ、レシーバは IEEE1394の物理層信号レベ
ルです。出力は定電流出力形態で、55Ωの負荷に対して 172mV

から285mVの電圧を発生します。DS26C200は IEEE1394の物
理層規格で要求されているコントローラではありません。このた
め、このデバイスはクロック、アービトレーション、エンコーダ / デ
コーダなどを備えていません。DS36C200は IEEE1394の信号レ
ベルを高速で送受信するトランシーバです。簡易的な PN1394リ
ンクだけの伝送は、バス・アービトレーション、及び他の機能は必
要でなく、専用のコントローラとDS36C200で低コストの高速伝送
リンクが構成できます (Figure 10 (A))。フルスペックの IEEE1394

規格の構成は Figure 10 (B)のようになります。

DS36C200ドライバは電流出力ドライバであり、それぞれのドライ
バに 2つの 110Ωの終端抵抗を平列に接続して使用します。終
端抵抗は、伝送経路のインピーダンスに適合していなければなり
ません。また、ドライバは電流出力であるため、終端抵抗が必要
となります。両方の抵抗は二重通信の動作のために必要であり、
バスの反対側の末端のDO/RI＋とDO/RI－端子に可能な限り近
くに実装されなければなりません。しかし、アプリケーションが単
信方式のみの場合は、一つの終端抵抗のみ必要です。さらに、
データシートに掲載されている電圧レベルは、異なる負荷では変
化するので注意する必要があります。また、AC 終端や終端抵
抗無しでの使用は、このデバイスでは行われません。マルチプル・
ノード構成での使用は、伝送ラインの影響を考慮する限りは可能
です。伝送ラインの不連続はミッドバス・スタブ、コネクタそしてデ
バイスにより発生し、信号の品質に影響を与えます。

差動ライン・ドライバは、平衡電流出力ドライバとして設計されて
います。電流出力ドライバは、一般的には高い出力インピーダン
スを持ち、一定の電流を負荷の範囲で出力します (その反対に、

電圧出力ドライバは、一定の電圧を負荷の範囲で供給します )。
電流は負荷を通して切り替わることにより、ある方向ではそれに対
応する論理状態を作り、その反対の方向では、もう一方の論理
状態を作ります。標準的な出力電流は 3.8mAにすぎず、最少で
3.1mA、最大で 5.2mAです。電流出力ドライバは、信号を終端
し、Figure 11 に示されるようにループを完結するために使用され
る、抵抗性の終端が必要です。この 3.8mAのループカレントは、
55Ωの終端抵抗を通して、レシーバがラインの損失を無視できる
210mVの差動電圧を、最低 110mVの差動ノイズ・マージンと一
緒に作ります(ドライブされる電圧－レシーバ・スレッショルド(210mV

－ 100mV＝ 110mV))。信号の中心は、Figure 7に示されてい
るように、グラウンドを基準として＋ 1.2V (ドライバ・オフセット、VOS)

周辺にあります。

電流出力ドライバは、RS-422ドライバのような電圧出力ドライバを
越える実質的な利点を提供します。静止消費電流はスイッチング
周波数に比例して一定です。それに対して RS-422 電圧出力ド
ライバでは、多くの場合 20から 50MHzの間で指数関数的に増
加します。これは内部ゲートがスイッチする時にオーバラップした
電流が流れることによります。一方、電流出力ドライバでは、実
質的なオーバラップした電流なしに、出力間の一定の電流をスイッ
チします。このことは、一部の ECLや PECLのデバイスに類似
しています、しかし ECLや PECLを用いた設計のような、大きな
静止消費電力は必要ありません。LVDS の場合は、類似した
PECLデバイスより80％以下の少ない消費電流しか必要としませ
ん。このドライバの AC特性の仕様は、現在存在するRS-422ド
ライバに対して 10倍程度改善されています。

Input(s) Input/Output

DE RE* DI DO＋＋＋＋ DO－－－－

H H L L H

H H H H L

H H 2＞ &＞ 0.8 X X

L H X Z Z

Input(s) Input/Output

DE RE* DI DO＋＋＋＋ DO－－－－

端子番号端子番号端子番号端子番号 端子名端子名端子名端子名 モードモードモードモード 説明説明説明説明

(モード端子のみモード端子のみモード端子のみモード端子のみ )

3 DE 送信 ドライバ・イネーブル : Lowのとき、ドライバはディスエーブルになります。
Highのとき、ドライバはイネーブルとなります。

1、7 DI TTL/CMOSドライバ入力ピン

10、13 DO＋ 非反転ドライバ出力ピン

11、12 DO－ 反転ドライバ出力ピン

4 RE* 受信 レシーバ・イネーブル : Lowのとき、レシーバはイネーブルになります。
Highのとき、レシーバはディスエーブルとなります。

1、7 RO レシーバ出力ピン

10、13 RI＋ 正のレシーバ入力ピン

11、12 RI－ 負のレシーバ入力ピン

5 GND 送受信 グラウンド・ピン

2 VCC 正の電源ピン、＋ 5V± 10％

6、8、9、14 NC 未接続
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アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報アプリケーション情報 (つづき )

フェイルセーフ動作フェイルセーフ動作フェイルセーフ動作フェイルセーフ動作

LVDSレシーバは小さい差動入力電圧 (20mV)をCMOSロジック
に変換する高ゲイン、ハイ・スピードのアンプです。このように高
ゲイン、低い差動入力のため有効信号からノイズなどの発生につ
いては注意を払います。

DS36C200はフェイルセーフ機能を備えています。次に述べるい
ずれかの状態にいたるとレシーバの出力が論理 "High"に固定し
ます。

1.入力端子が開放の場合入力端子が開放の場合入力端子が開放の場合入力端子が開放の場合
もし使用しない場合は差動入力端子を開放にしておきます。
電源やグラウンドに接続しないでください。各入力は内部回路
において抵抗によりバイアスされていて出力を"High"に固定す
るように設計されています。

2.差動入力端子が終端された状態差動入力端子が終端された状態差動入力端子が終端された状態差動入力端子が終端された状態
ドライバがディスエーブル、または電源 OFF時におけるトライス
テート状態のとき、あるいはコネクタが外れたとき、100Ω の終
端抵抗が接続された状態でもレシーバの出力を"High"に固定
します。送信側と受信側を接続しているコネクタが、送信側で
外れて受信側にぶら下がっている場合、ケーブルがフローティ
ング・アンテナになりノイズ等を拾うことがあります。レシーバに
この浮いた状態のコネクタが接続されていて、10mV以上の差

動ノイズをコネクタが拾うとレシーバが感知する場合があります
が、平衡接続された使用では同相ノイズや差動以外のノイズ
に関してはレシーバで除去できるため誤動作はしません。

3.差動入力端子が短絡した状態差動入力端子が短絡した状態差動入力端子が短絡した状態差動入力端子が短絡した状態
入力に接続されたツイステッド・ペア線が何らかの原因で短絡
した場合、フェイルセーフ回路が動作し、レシーバ出力を論理
"High" に固定します。この短絡時のフェイルセーフは外部か
ら同相電圧が印加されていない状態で働きます。

10mV を超える差動ノイズが存在すると、レシーバは誤ったスイッ
チングをしてしまうか、もしくは発振に至るときがあります。実際の
アプリケーションでこのような問題が起こる場合は、ノイズ・マージ
ンを確保するために外付けのフェイルセーフ・バイアス用抵抗を設
置してください。外部ノイズが強い場合、レシーバの差動入力端
子にプルアップ抵抗 (＋側 )プルダウン抵抗 (－側 )を接続し、外
部からバイアスをかけます。ドライバの駆動能力によりますが、抵
抗値はそれぞれ 5kΩ～ 15kΩの間で設定します。各入力のオフ
セット電圧 (同相電圧 )を約 1.2V (1.75V以内 )になるように抵抗
を調整すると、内部回路と同等になります。

フェイルセーフ・バイアスに関する追加情報は、「アプリケーショ
ン・ノートAN-1194」を参照してください。

FIGURE 10.   (A) Dedicated IEEE 1394 Link
(B) Full IEEE 1394 Compliant Link
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FIGURE 11.   Typical in Home Application

FIGURE 12.   Typical Interface Connection (Note 7)
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生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル�

ナショナルナショナルナショナルナショナルセミコンダクターセミコンダクターセミコンダクターセミコンダクタージャパン株式会社ジャパン株式会社ジャパン株式会社ジャパン株式会社
本社／〒本社／〒本社／〒本社／〒 135-0042 東京都江東区木場東京都江東区木場東京都江東区木場東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

http://www.national.com/JPN/

その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用下さい。

0120-666-116

外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

14-Lead (0.150″″″″ Wide) Molded Small Outline Package, JEDEC
Order Number DS36C200M
NS Package Number M14A
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